
パイプの切断
1 切断線の記入

幅の広い厚紙やテープを利用します。 管軸に対して直角に切断します。

2 切断
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3

ディスクグラインダー、またはヤス
リで行ってください。

面取り 4

挿し込み長さは接合相手の受口深
さとしてください。

標線の記入

ゴム輪接合上の注意事項
●人力またはテコ棒で挿入できない場合は、たたき込みを避けて挿入機を用いてください。

●受口の汚れがひどいときは、ゴム輪をはずしゴム輪と受口部をきれいに清掃してください。また、ゴム輪を装着する
ときは、水で濡らしたうえ、写真のようにハート形にすればラクにはめられます。なお、ゴム輪の装着方向（管の入口側
と奥側）をまちがえないように注意してください。

●滑剤は「Vソープ」または「Vスプレー」を使用してください。油やグリス、市販の石鹸等は、塩ビ管やゴム輪の劣化に
より漏水事故を起こす可能性がありますので、絶対に使用しないでください。

ハート形にしたゴム輪

接着受口の接合

● 接着剤の塗布は、あらかじめ挿入機を仮セットして受口部奥まで、挿し口は標線まで、全円周にわたりすばやく行ってください。
● 接合作業も接着剤が乾燥しないうちにすばやく行い、はみ出した接着剤はウエスできれいにふきとってください。
● ハンマー等のたたき込みによる挿入は、絶対に避けてください。

接着接合上の注意事項

接着剤の塗布面に土砂や水、油類
が付着していると接着不良による
漏水の原因となります。
必ずアルコール等で油を除去して
施工してください。

受口・ゴム輪・挿し口をきれいに
清掃します。

1 接合部の清掃

受口のゴム輪部および挿し口に全
円周にわたり塗布してください。

2 Vソープの塗布

受口端部に当て木をし軸心を合
わせて､標線まで一気に差し込み
ます。

3 管の接合

管接合後、全円周にわたりゴム輪が
正常な位置にあることを確認してく
ださい。

4 チェックゲージによる確認

1

挿し口に挿入長さを示す標線をマ
ジックインキで記入します。

標線の記入 3

受口内面、挿し口外面の順に、薄く
塗りムラのないよう円周方向に均
一に接着剤を塗布します。

接着剤の塗布 4

接着剤を塗り終わったら、直ちに管
軸を合わせて標線まで一気に挿入
し、そのまま保持します。

挿入

ビニル円形管の場合

2

受口内面および挿し口外面を乾い
たウエスなどで清掃します。なお
挿入機およびワイヤー等は予めセ
ットしておきます。

清掃

注意 とくに夏期の作業では、塗布作業
中の乾燥を防止するため、2名で
作業を行うなどの対策を適宜行っ
てください。

注意
管が破損する恐れがあるため、た
たき込みによる挿入は絶対に避け
てください。

注意

ゴム輪受口の接合
7. 2   管の接合

＜接着接合時の面取り＞ ＜ゴム輪受口接合時の面取り＞

2. 水道用VP、HI-VP直管の性能規格（JIS K 6742：2016より抜粋）

3. 一般用VP直管の性能規格（JIS K 6741：2016より抜粋）

性能項目 性　　能 適用する管の記号

引張降伏強さ

耐圧性（常温静水圧4.0MPa×1分間保持）注（1）

偏平性

耐衝撃性

ビカット軟化温度

不透明性

濁度

色度

有機物（TOC）

浸出性
 鉛

亜鉛

残留塩素の減量

臭気

 味

23℃における引張降伏強さが45MPa以上

23℃における引張降伏強さが40MPa以上

漏れ、その他の欠点があってはならない

割れ及びひびがあってはならない

異常があってはならない

76℃以上

可視光透過率が0.2％以下

0.5度以下

１度以下

1mg/L以下

0.008mg/L以下

0.5mg/L以下

0.7mg/L以下

異常があってはならない

異常があってはならない

VP

HI-VP

VP, HI-VP

VP, HI-VP

HI-VP

VP, HI-VP

VP

VP, HI-VP

注（1）　4.0MPaは、製品の品質確認水圧試験値であり、水道配管での使用圧力（静水圧）は0.75MPa以下です。

1. 管種別の使用温度と圧力
パイプ 使用温度範囲（注）用　途 使用圧力ならびに設計圧力（注）

水道用耐衝撃性硬質ポリ塩化ビニル管　HI-VP

水道用硬質ポリ塩化ビニル管　VP

硬質ポリ塩化ビニル管　VP

硬質ポリ塩化ビニル管　VU

HITS継手

TS継手

TS継手

DV継手

VU継手

給 水 用

水 道 用

圧 送 用

無 圧 用

無 圧 用

常温（5～35℃）

常温（5～35℃）

5～60℃

5～60℃

使用圧力（静水圧） ：0.75MPa

設計圧力（静水圧＋水撃圧）：1.0MPa

設計圧力（静水圧＋水撃圧）：1.0MPa

使用圧力 ：無　圧

注（1）　2.5MPaは、製品の品質確認水圧試験値であり、一般圧力管でのVP最高使用圧力（静水圧＋水撃圧）は1.0MPa以下です。
注（2）　接合部耐圧性は、圧力輸送用のゴム輪形受口及び接着形受口をもった管に適用し、これらの管では、この接合部耐圧試験をもって耐圧試験にかえることができます。

性能項目 性　　能 適用する管の記号

引張降伏強さ

耐圧性（VP：常温静水圧2.5MPa×1分間保持）注（1）

接合部耐圧性注（1），（2）

偏平性

ビカット軟化温度

23℃における引張降伏強さが45MPa以上

漏れ、その他の欠点があってはならない

漏れ、その他の欠点があってはならない

割れ及びひびがあってはならない

76℃以上

VP,VM, VU

VP,VM, VU

VP,VM, VU

VP,VM, VU

VP,VM, VU

（1）HI-VP、VP、VU及び主要な継手の使用温度範囲と使用圧力ならびに設計圧力

継手パイプ 用　途 呼び径 温度別の設計圧力（静水圧＋水撃圧）

HT継手

HTDV継手 使用温度範囲：5～90℃　　　使用圧力：無 圧

使用温度（℃）

設計圧力

使用温度（℃）

設計圧力

給湯

温泉引湯

高温排水

耐熱性硬質ポリ

塩化ビニル管　ＨＴ

13～50

65～150

13～150

主要な継手

5～40

1.0MPa

5～40

1.0MPa

41～60

0.6MPa

41～60

0.4MPa

61～70

0.4MPa

61～70

0.25MPa

71～90（注）

0.2MPa

71～85（注）

0.15MPa

（2）HTの温度別ー設計圧力（静水圧＋水撃圧）

（注）　 1. 使用温度範囲と使用圧力ならびに設計圧力は、継手の種類または接合方式によって異なる場合があります。
 2. 管内流速が速くなると水撃圧が高くなるのでご注意ください。（管内流速は、原則として2m/s以下となるようにしてください。）
 3. 塩ビ管は温度差により熱伸縮しますので、塩ビ露出配管には伸縮処理が重要です。
 4. 塩ビ管の地中埋設深さは、敷地内車両経路では管の上端より600mm以上、それ以外では呼び径30以下は300ｍｍ、呼び径40～65は450ｍｍ、
  呼び径75以上は600ｍｍ以上としてください。但し、寒冷地では凍結深度以上としてください。また、2ｍ以上の深埋設の場合は埋設強度計算が必要です。

（注） 1. 圧力管の連続常用温度範囲は、呼び径13～50は5～85℃、呼び径65～150は5～80℃となります。
 2. HTパイプの温度差による線膨張係数は、銅管・鋼管の4～6倍ですので、HT配管には特に伸縮処理が重要です。

Ⅰ. 性能・品質7. 1  管の切断・面取り

7. 下水道用塩ビ管の接合方法
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